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   This study examined the long-lasting regrets of suffers due to the 2011 Great East Japan Earthquake based on the 
written record of 246 suffers’ experiences.  23 experiences which contained the word of “regret” were found among 
246 experiences.  These written experiences were classified in terms of individual attribute (gender, age, and 
occupation), actual action at the time of the disaster, and counterfactual thinking (thoughts about alternatives to past 
events, i.e., thoughts of what might have been).  As predicted, the result suggests that the loss of life of family 
member mainly triggers the long-lasting regret.   
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１．はじめに 
東日本大震災において被災者は多種多様な｢問題｣に直

面した．問題とは，望ましい状態と望ましくない状態と

のギャップと定義される．平常時から防災活動に取り組

む目的は，災害時に予想される望ましくない状態を避け

るためと言えよう．しかしながら，望ましくない状態と

一口に言っても，その捉え方は人によって様々であるた

め，そのことが防災活動への取り組みを阻害している一

因とも考えられる． 
他方，問題の定義と類似する感情に｢後悔｣がある．後

悔は，実際に直面している望ましくない状態(事実)と，

その事実に反して想像する望ましい状態(反事実)とを比

較して生じる感情である．言い換えれば，望ましくない

状態に直面したときに，後悔の感情を抱くことがあると

言える．そこで，東日本大震災の被災者が実際に後悔し

ている事例から，どのような事態を望ましくない状態と

して受け止めているかを把握することにより，今後，住

民(個人)が防災活動に取り組む上での目的を考える(ある

いは再確認する)ための参考にできないかと考えた． 
そこで，本稿では，東日本大震災の被災者の証言記録

集に基づいて，被災者の後悔に関する証言を整理・考察

した結果について報告する． 

 
２．使用した資料 
 後悔には，精神的な打撃を与えるけれどすぐに消滅す

る後悔と，容赦なく長引くような強すぎる後悔がある 1)．

両者のうち，長引く後悔をしないようにすることが，防

災活動において優先的に取り組むべき目的と考えられる．

このため，東日本大震災の被災者に対して長引く後悔に

ついて尋ねる必要があるが，尋ね方によっては，長引く

後悔だけでなく，すでに消滅してしまった後悔まで想起

して回答する可能性が考えられる． 
そこで，本研究では，地震の発生から数ヶ月以上が経

過した時点でも被災者の頭から離れず残り続けている後

悔を把握するための資料として，NHK 東日本大震災プロ

ジェクトによる『証言記録 東日本大震災』2)(以下，『証

言記録』)を用いることとした．これは，NHK で放送さ

れている二つの番組｢あの日 わたしは｣と｢証言記録 東

日本大震災｣の中で紹介された 246 人の証言を収めたもの

である．番組｢証言記録 東日本大震災｣は，特定の地域

を取り上げ，複数の住民の証言によって被災のありさま

を多角的に再現していくものであり，番組｢あの日 わた

しは｣は，一人ひとりの体験を数多く集めたものである．

このため，一人あたりの証言の量(文字数)は，後者(800
字前後)に比べて前者の方が概して多いものの，本研究で

は，番組の違いは考慮せずに同列に取り扱うこととした． 

 
３．分析結果 
(1) 後悔に関する証言をした被災者 

『証言記録』の中から，｢後悔｣，｢悔しい｣などの表現

を含む証言を探したところ，計 23 人の証言で見つけるこ

とができた．その内訳は，岩手県：7 人，宮城県：8 人，

福島県：8 人である．これらの後悔に関する証言を，証

言者の属性(性別，年齢，職業，都道府県・市町村)，災

害時における証言者の実際の行動・結果(事実)，喪失対

象，反実仮想ごとに整理した．反実仮想とは，｢もし～だ

ったら，･･････だっただろう｣というような事実に反する

思考のことであり，その他にも，｢なぜ，～しなかったの

だろう｣，｢～すればよかった｣などの表現も反実仮想に含

めることとした．結果を表 1 に示す． 
証言者 23 人の性別は，男性：21 人，女性：2 人であり，

約 90%を男性が占めていた．一方，『証言記録』のすべ

ての証言者 246 人に占める男性の割合は約 75%(男性：約

190 人，女性：約 60 人)と見積もられる．後悔に関して

は男女差はほとんどないと言われているが 1)，今回使用

したデータでは男性の割合がやや高かった． 
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つぎに，証言者が喪失した対象は，生命の喪失(死亡・

行方不明)：17 人，財産の喪失：3 人であり，生命の喪失

に関する後悔がほとんどを占めていた．生命の喪失の内

訳は，妻：7 人，娘：6 人(息子の嫁：2 人を含む)，親：

3 人など，｢家族｣の生命の喪失に伴う後悔が多数を占め

ていた．一方，消防士・消防団員の場合には，家族以外

(地域住民，消防団員など)の生命の喪失に関しても後悔

していることが特徴的である(No.2, 20, 23)． 
さらに，後悔に関する証言(23 人)の中から，反実仮想

の表現を含む証言を探したところ，13 人の証言で見つけ

ることができた(表 1 の下線部の箇所)．反実仮想に関し

ては，自分でコントロールできるような行動について生

じると言われている 1), 3)．また，物事がもっと良い結果

になっていたらと想像する｢上向きの反実仮想｣と，物事

がもっと悪い結果になっていたらと想像する｢下向きの反

実仮想｣の二種類がある 4)． これらを踏まえて，反実仮想

の内容を，1. 自分・他人，2. 行為・非行為，3. 上向き・

下向き，ごとに分類した(表 1 の最右列)． 
その結果，自分の非行為に対する上向きの反実仮想が

多くみられた．つまり，｢もし自分が～していれば，もっ

と良い結果になっていただろう｣である．具体的には，も

し自分が｢逃げろ｣と言っていれば(No.1, 2, 11, 22)，もし

自分が無理にでも車に乗せていれば(No.5)，もし自分が

娘を自宅に迎えに行っていれば(No.13)などである．ただ

し，これらの非行為は，災害の最中に証言者が気づいて

いて，あえて選択しなかった行為というよりも，むしろ，

事後的に｢できたかもしれない行為｣があったことに気づ

いて後悔しているようにも見受けられる． 
また，後悔が格別に強烈になる状況は，ある行動に｢責

任｣を負っていて，それがうまくいかなくて，しかも，

｢もう少し｣でうまくいくところだった場合と言われてい

る 3)．これを踏まえると，表 1 より，住民は家族を守る

ことに対して，消防士・消防団員は地域住民を守ること

に対してそれぞれ｢責任｣を感じており，その責任を｢もう

少し｣で果たせなかったために，後悔が長引いているもの

と推察される． 
なお，上向きの反実仮想が多かったことの理由として

は，後悔は上向きの反実仮想よって生じることが多いこ

と 1)や，そもそも下向きの反実仮想をすることが難しい

こと 1)に加えて，今回の証言者が直面している事実が，

本人にとって極めて悪い結果(家族の死亡など)であるた

め，それよりも悪い結果を想像する下向きの反実仮想を

することが非常に困難であったためではないかと考えら

れる． 

 
(2) 家族を喪失した被災者(後悔に関する証言なし) 

前節での結果から，東日本大震災の被災者の多くは，

家族を失った場合に，後悔に関する証言をしていること

を確認した．その一方で，『証言記録』の中には，家族

を失ったにも関わらず，後悔に関する証言をしていない

被災者もいる．そこで，表 1 の証言者(23 人)以外で家族

を失った証言者(後悔に関する証言なし)を探したところ， 
10 人が見つかった(表 2)． 
表 2 と表 1 の証言者を比較すると，行動・結果や証言

に大きな違いは見出すことはできず，ただ単に，｢後悔｣

や｢悔しい｣などの表現を証言しなかっただけのようにも

思える．ただし，大きな禍に遭遇したとき，すべては｢す

でに決定されていた＝そうなる運命であった｣と思い込む

ことによって諦めることができるとの指摘 5)を踏まえる

と，証言者にとって諦めることができる理由がある場合

(No.3：主人は｢命は惜しくない｣と話していた, No.6：父

親は避難訓練でも｢逃げない｣と言っていた)には，後悔に

つながらないのかもしれない． 

 
(3) 家族以外を喪失した被災者(後悔に関する証言なし) 

上記に関連して，家族以外を失った場合に，どのよう

な証言をしているのかを知るため，『証言記録』の中か

ら証言者の身の回りで家族以外が犠牲となった事例(後悔

に関する証言なし)について調べたところ，8 人が見つか

った(表 3)．ここでの家族以外とは，避難中の近隣住民

や避難先に居合わせた住民などである． 
表 3 をみると，証言者 8 人のうち 5 人が反実仮想(表 3

の下線部の箇所)をしており，その 5 人ともが他人の非行

為に対する上向きの反実仮想をしていた．つまり，｢もし

他人(住民など)が～していれば，もっと良い結果になっ

ていただろう｣である．表 3 と表 1 の反実仮想を比較する

と，両者の共通点は，｢～していれば｣のように｢非行為｣

について反実仮想をしている点である．一方，両者の相

違点としては，家族以外を失った場合(表 3)は｢他人｣の

非行為に対して反実仮想をしているのに対して，家族を

失った場合(表 1)は｢自分｣の非行為について反実仮想し

ている．この理由は，家族を守ることに比べて，近隣住

民などの家族以外(他人)を守ることに対する証言者の責

任感が相対的に弱いためと推察される． 

 
４．まとめ 
 本研究では，『証言記録 東日本大震災』を用いて，被

災者の長引く後悔に関して基礎的な検討を行った．その

結果，被災者の後悔が長引いている事例は，大方の予想

通りと思われるが，家族を失った場合が多く，その理由

としては，家族を守ることを自分の責任と感じていなが

ら，その責任をもう少しのところで果たせなかったため

と考えられる． 
後悔に苛まれないようにするには，予想される後悔を

あらかじめ書き出しておくことにより，悪い結果になっ

たとき，自分は事前にその可能性を考えておいたと思い

出すことが有効との指摘 6)がある．これを踏まえて，災

害後に長引く後悔をしないためには，災害が発生した後

で下向きの反実仮想(｢もっと悪い結果になっていたかも

しれない｣と考えること)ができるように，あらかじめ自

分にとっての最悪の結果(例えば，家族全員が死亡)をイ

メージしておくとともに，実際に災害が発生した時にそ

のような最悪の結果に至らないように，平常時から家族

の生命の安全確保を最優先の目的として防災活動に取り

組んでおくことが有効な方策のひとつと考える． 
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表 1 後悔に関する証言をした被災者 
 

No 性別 年齢 職業 県名 市町村名 証言者の行動・結果(事実） 喪失対象 後悔に関する証言（下線部：反実仮想） 反実仮想

1 男性 44歳 消防団・
団員

岩手県 陸前高田市 消防車で住民の避難誘導の活動中、自宅の前を通りかかったと
ころ、妻が庭にぽつんと立っていた。「あ、いるな」と思いながら
も、「避難してください」と住民にアナウンスをしながら通り過ぎ
た。

死亡：妻 “（奥さんに）「逃げろ。何やっているんだ、早く山に上がれ」って言
わなかったんだろうなと思いました。翌朝まで後悔、後悔、後悔だ
ね。不安そうにぽつんと庭に立っていた姿があまりに印象に残っ
ていてね。今も忘れられません。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

2 男性 54歳 消防団・
分団長

岩手県 陸前高田市 地震の後、いっしょに家にいた妻（50歳）と娘に、高台にある実家
に早く行くように言った。その後、消防団の活動に従事。津波に
襲われる。

死亡：妻、
娘、分団員
128人のうち
28人

“ここが後悔しているところです。なんで体育館にいた本部と３部
の団員に、高台に逃げろって言わなかったんだろうと。それは、体
育館が避難場所だったからです。体育館は大丈夫だと、それ以
上の想像力がなかったっていうことですよね。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

3 男性 43歳 漁師 岩手県 山田町 船の沖出しを試みたが、津波に流され、その後、救助される 喪失：船 “何で初めの地震を受けたときに、そこからUターンして戻って船を
守らなかったのか。それが悔しいし、ほんの5分ぐらいの差なんで
すよ。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

4 男性 64歳 宮大工 岩手県 大槌町 近くの実家にいる母と姉の様子を見に行こうと家を出たところ、自
宅前の国道は車ですでに30台くらいの渋滞。津波が迫ってきた
ので、車の中の人に向かって「逃げてください」と叫んだ。

死亡：避難
中の住民

“とにかく、車を捨ててどうして逃げてくれなかったのかなって思う
よね。それが一番悔しい。「あんたに声をかけてもらって助かった
よ」なったはずなのに。それができなかった私も悔しいし、亡くなっ
ていった人たちも悔しかったんじゃないかなと思います。”

1. 他人
2. 非行為
3. 上向き

5 男性 68歳 特別養護
老人ホー
ム・保育
所経営

岩手県 大槌町 経営する老人ホームに向かい、その後、海沿いに住む親戚の様
子を見に行ったところ、親戚の「逃げる」という言葉を信じて、経営
する保育所に向かった。

死亡：親戚 “無理にでも乗っけて来ればよかったのになあって。悔いが残りま
す。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

6 男性 65歳 岩手県 釜石市 海から1kmほどの実家に両親を心配して到着した後、津波が流
れ込んで来て、目の前で両親（父：90歳、母：85歳）と叔母が津
波で流された。母親の手をつかんだが、家が壊れたことで、手を
離してしまった。

死亡：両
親、叔母

“どうしようもなかった。悔しいけれど、助けようがなかった。自分
だけでも精一杯だった。”

7 男性 65歳 スポーツ
店勤務

岩手県 陸前高田市 高台の高齢者施設に避難をした。妻は海の近くの病院で勤務し
ており、津波に襲われる直前まで患者の避難を手伝っていたとい
う。

死亡：妻 （妻はやるべきことをやった。それでも生きていてほしかったと村
上さんは言う。）“それぐらい俺にとっては大きい人だったから。悔
しいけどしょうがないかな、運命なのかなって思うんだよね。今
度、もし同じ状況があったら、俺が絶対助けてやるっていう思いは
あるね。”

8 男性 45歳 漁業 宮城県 女川町 船をつないだ後、自宅に戻ったが、当然逃げてくれると考えたの
で、「避難しろよ」とは言わなかった。その後、再び浜辺に戻った
ところ津波に襲われ、家族であらかじめ決めていて避難場所に向
かったが、妻（38歳）・父（79歳）・母（79歳）とは会えなかった。

死亡：妻、
両親

“おじいさん、おばあさんに関しては、これまでも子どもたちも含め
てみんなで大事にしてきたところもあるので、悔いはないんですけ
ど、やっぱり妻だけは、いまだに悔やんでも悔やみきれないところ
があります。”

9 男性 37歳 水産加工
場経営

宮城県 女川町 地震時、母親（65歳）とともに仙台市にいたので、津波を直接見る
ことはなかった。翌日、母親と女川に戻ったところ、自宅と加工場
のすべてが津波よって流出していた。幸い9人の従業員は全員無
事だった。

流出：自
宅、加工場

“ただ悔しいですよね。津波で物はなくなっちゃいましたけど、ま
だまだやれる。人もいる、原料もある－。”

10 男性 71歳 洋品店経
営

宮城県 石巻市 夫婦で、近所のお年寄りを連れて龍谷院（寺）に避難して、お年
寄りの世話をしていたところを津波に襲われた。２人とも流されて
いる中、自分のところに引き寄せようとしたが、20センチぐらいの
ところで手が届かず、それきり別れ別れになった。翌日、龍谷院
に集められた十数人の遺体の確認をしたが、妻の遺体であること
を確認できなかった。

死亡：妻 “うちの家内を見間違えたんだ、それが悔しくてさ。何でかそのと
きはわからなかったんだよね。”

11 男性 63歳 農協勤務 宮城県 山元町 地震の揺れが収まった後、自宅にいる妻（57歳）、長女（32歳）、
次女（29歳）、次女の息子（生後5ヶ月）が気になり、3人の携帯電
話に連絡したがつながらなかった。固定電話（自宅）に連絡したと
ころ何回目かでつながって、全員無事なことを確認できたので、
電話を切ってしまった。その後、津波の情報を知り、携帯電話・固
定電話に連絡し続けたがつながらなかった。

死亡：妻、
長女、次女
行方不明：
次女の息子

“地震があったときにすぐに戻ったとしても、道路が傷んでいたり
渋滞していたりで、津波が来る前に家にたどり着くことはできな
かったと思います。どうしても１時間はかかってしまったと思うんで
すよ。だから、地震直後につながった電話で何で「逃げろ」と一
言、言えなかったのかなと思って、それが悔やまれるんです。い
つまでたっても、この悔やみは抜けないね。亡くなったみんなに本
当に申し訳ないなと思って･･････。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

12 男性 42歳 住宅設備
工事会社
勤務（消
防団員）

宮城県 山元町 ポンプ車で避難の呼びかけをしていたところ、地震発生から約1時
間が経過して、津波が住宅街に流れ込んで来たのを目撃し、ポン
プ車で避難を始めた。避難中に、友人の娘（14歳）が道沿いで立
ちすくんでいるのを発見。祖父（85歳）の足腰が弱っており自力で
動けなかったため避難できずにいた。団員2人で祖父をポンプ車
に乗せようとしたところ津波に襲われた。

死亡：友人
の娘、友人
の祖父

“何もできないというのが悔しいっていうか･･････。何のために消
防団員をしているのかなと、思いましたよね。”、“悔しいですよ
ね。助けたかったですよね。あと1分30秒、1分でも30秒でも早く
ポンプ車で上に上がってきていれば、二人とも助けられたかなっ
て思うこともあります。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

13 女性 40歳 仙台空港
敷地内の
民間航空
会社で事
務職

宮城県 山元町 仕事で町の外にいた。大津波警報を知り、自宅に電話して娘（14
歳９に避難するように促した。しかし、足腰が弱い祖父（85歳）が
いるので、どうしようかと言っていた。近所の人に頼んで避難でき
ないかと娘に話した。

死亡：娘、
祖父

“地震が起きてすぐに帰れば、間に合ったのかなと思うんです。で
も、緊急事態だったので、状況を把握してからと思ったのですが、
それではやっぱり遅かったなと。今にして思うと、すぐ帰ってくれ
ばよかったかと思います。・・・私は（娘）に「助けられなくてごめ
ん」と謝りたいです。誰のせいでもない、やっぱり私たちが一番に
助けに来なくてはいけなかった。それを今も悔やんでいます。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

14 男性 18歳 宮城県 東松島市 母親と車で避難中、ある家の人から「早くこっちに来いっ」と何度
も呼ばれ、その家の2階に上がった途端に津波が来た。近くに住
む祖父のことが心配になっていたが、その家の外には子どもを含
めた10人ほどが流れ着いているので引き上げて全員を救出し
た。しかし、その後、祖父は遺体で発見された。

死亡：祖父 “ちょっと矛盾があったんですね。今、ここにいる人たちは助けな
きゃいけないんだけど、自分が本来心配しているのはおじいさん
のほうで･･････。「助けてえらいね」とか「立派だね」とか言われる
こともあるんですけど、後悔しか残らないんですよね。”

15 男性 78歳 宮城県 東松島市 夫婦で車で避難をしている途中、津波に襲われた。息子の嫁が
遺体で発見された。

死亡：息子
の嫁

“もう少し、津波を大事として考えればよかったのだろうけど、あま
り簡単に考えすぎた。それを一番後悔しています。甘く見ていた
のかな。それが一番悔しい。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

16 女性 45歳 福島県 三春町 安定ヨウ素剤が配布されたが、3人の娘と話し合い、長女（短大
生）から薬を飲みたくないと言われたため服用を見送った。

“今、思うと親として後悔しています。あのタイミングで配っても
らって、本当はあのときに飲んだほうがよかったんだなと思ってい
ます。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

17 男性 71歳 漁師 福島県 浪江町 地震の揺れが収まった後、津波から船を守るために、脳梗塞の
後遺症で身体が不自由な妻（71歳）を、息子の嫁に頼み、港に向
かった。息子の嫁に「津波は来るけれども、ここまでは来ないから
大丈夫だろう」と言ってしまった。

死亡：妻、
息子の嫁

“（息子の）嫁さんに「大丈夫だよね」って言われたときに、「うん、
大丈夫だな」って言っちゃったのが、一番悔いが残っている。「津
波は来るけれども、ここまでは来ないから大丈夫だろう」って言っ
ちゃったのが今もって頭から離れないのね。”

18 男性 65歳 漁師 福島県 浪江町 長女（35歳）、次女（33歳）、母（84歳）、伯母（84歳）を先に車で
避難させた。少し遅れて、夫婦で避難しようとしたところ、津波に
襲われた。夫婦は消防に救助されたが、原発事故のため4人を捜
しに行くことができなかった。震災発生から34日が過ぎて捜索が
始まり、次女の遺体の写真を見たが「違う」と言ってしまった。1カ
月後、DNA鑑定の結果、その遺体が次女と判明した。

死亡：長
女、次女
行方不明：
母・伯母

“DNAで（次女）だってわかったんだけど、写真を見てこれが娘
だって確認してやれなかったのが悔しくてな、今でも。”

19 男性 68歳 福島県 相馬市 地震後、自宅の様子を見るため、自宅に帰ったところ、津波に襲
われた。津波に流され、自宅から2キロ離れた場所まで、自宅ご
と流された。背中に3センチほどのガラス片が刺さっていた。

負傷：自分 “地震があって、その後津波に遭うまでに最低20分はあったは
ず。ですから、その間に逃げていれば、絶対あんなことにはならな
かった。やっぱり、津波という想定が抜けていたことが、最も悔や
まれます。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

20 男性 39歳 消防士 福島県 南相馬市 震災直後から救助・救出活動に従事。しかし、翌日（12日）からは
原発事故のため捜索・救助活動は中断。

死亡：地域
住民

“一つでも多くの生命を助けるためには、一刻も早い救出というの
が念頭にあります。それができないというのは本当にもどかしく、
悔しかったですね。”

21 男性 52歳 薬剤師 福島県 双葉町 原発から約4キロ離れた病院で薬剤師として勤務中。警察官・自
衛隊員が突然やってきて全員避難するように告げた。原発が爆
発する恐れがあることを知らされない中、福島第一原発1号機が
爆発。

“やっぱり、もっと早く情報が欲しかった。爆発する前に。なんだか
わからないうちに音が鳴って、ものが降ってきて。あれは本当に
悔しかったですね。”

1. 他人
2. 非行為
3. 上向き

22 男性 62歳 福島県 いわき市 親しい近所のおばあさんに余震が危険だから外に出るように言っ
て、家に戻った。ラジオで津波が来ることを聞き、浜に様子を見に
行ったところ、これまでに見たこともないほど潮が引いていたの
で、津波が来ると思い、高台への避難を始めた。自宅の前で、近
所のおばあさんが出てきたので、おぶったものの途中でずり落ち
てしまった。

死亡：親し
い近所のお
ばあさん

“俺が、「逃げてろよ」と言っていれば、おばあさんも高台に向かう
石段を上がっていたと思うんだよね。だから、それだけが今でも
ね、悔いが残るんだよ。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

23 男性 63歳 消防団・
団員

福島県 いわき市 地震後、消防車で避難を呼びかけている途中で津波に襲われ
た。消防車が流されてしまったため、消火活動ができない。また、
がれきに阻まれて駆けつけた消防車も火災現場に近づけない。さ
らに、大津波への警戒から、消火活動を何度も中断せざるを得な
かった。

焼失：地域
の住宅

“50軒近くも燃えたのに消火できなかったという、われわれ消防
団員としての悔いはありますよね。”
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表 2 家族を喪失した被災者（後悔に関する証言なし） 
 

No 性別 年齢 職業 県名 市町村名 証言者の行動・結果(事実） 喪失対象 証言（下線部：反実仮想） 反実仮想
1 男性 64歳 ガソリンス

タンド経
営

岩手県 宮古市 地震の後、ガソリンスタンドを閉めて、自宅に戻り、孫を迎えに
行った娘を、妻とともに待っていた。津波が庭に入って来たのを見
て、妻に「お前逃げろ！俺はもうダメだからお前逃げろ！」と言っ
たところ、津波に襲われて気を失った。自宅から100mほど離れた
場所で身動きが取れない状態で、夜になってから救助された。

死亡：妻 “亡くなったことをいつまでも考えていられないですし、前に進んで
やっていくしかないと思います。”

2 男性 42歳 会社員 岩手県 宮古市 子ども２人を海に近い鍬ヶ崎地区にある妻の実家に預けていた。
会社で強い揺れに遭った後、すぐに妻の実家に向かい、子どもた
ちを車に乗せて高台にある親戚の家まで避難した。その後、田老
地区（約20km離れている）の両親の実家に車で向かった。田老
地区に入る手前のトンネルを抜けたところで、津波が田老地区を
襲っている光景を目撃した。

死亡：両親 “もっと家族で話し合って、津波が来るときにはこうしようと決めて
おけば、両親は助かったかもしれません。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

3 女性 58歳 宮城県 女川町 地震の後、夫が実家（母親、姉）に向かった。一度は自宅から避
難したが、1年前の地震のときも夫は実家を見てから自宅に戻っ
てきたので、今回もまた戻ってくると思い、また自宅に戻った。夫
が戻ってくる前に、知り合いに避難するように促されて、避難し
た。後日、夫が実家の無事を確認した後、自宅に戻ったと聞かさ
れた。

死亡：夫 “主人が亡くなったことがわかったときは、もう生きていたくなかっ
たですね。主人のところに行きたいと、そのときは思いました。何
も考えられなくて泣きました。私のところに戻ってこなければよ
かったのにって。でも、主人は生きているときも、命は惜しくないっ
て話していたことがありましたから、主人ならたとえ私でなくても、
他の人でも必ず助けに戻ったと思います。そういう人でした。”

1. 他人
2. 行為
3. 上向き

4 男性 37歳 養殖業 宮城県 気仙沼市 地震の後、母（61歳）とともに、次女（保育所）と長女（小学生）を
迎えに行った後、自宅に戻った。父（63歳）が岸壁で船を沖出しし
ようとしていたので、手伝いに向かった。自分が船に乗って動か
そうとしたとき、スクリューにロープを巻きこんでしまったため、あき
らめて岸壁に戻った。その後、自宅に戻り、家族で高台の裏山に
避難。その途中、船を沖に出そうとしている父が乗った船を目撃。

行方不明：
父

“自分が船のスクリューにロープを巻きこんでいなければ、親父を
強引に連れ戻したかもしれません。申し訳ないという気持ちが
ちょっと入ってしまって、親父の言うことを聞いてしまったんですよ
ね。今さら何を言っても、どうにもならないんですけどね。何で止め
られなかったんだって、いっしょに逃げていれば親父も船も残って
いたかもしれない･･････。本当に、後の祭りなんですけどね。”

1. 自分
2. 非行為
3. 上向き

5 男性 50歳 漁師 福島県 浪江町 地震の後、母（75歳）、高校生の長女、長男とともに車で移動。海
岸沿いの道路を走っていたと、津波に襲われる。水が引いた後、
車中の母はすでに死亡。長女の姿は見つからず。車外に放り出
された長男は無事。長男とともに近くの高台に避難。原発事故の
ため、地震の約1ヶ月後から捜索が開始され、長女が車の下から
発見された。

死亡：母、
長女

“あきらめたもの、あのときは。（長女）の姿は見えないし、俺の
おっかあは車の中で死んでいたし。俺はあきらめたもの。（長女）
の こと捜 すべ 、 な んて いう考 えは なかった。あきらめちゃっ
た･･････。”

6 男性 42歳 漁師 福島県 浪江町 地震の後、船を沖に出そうとしていたときに津波に襲われ、船か
ら振り落とされ流された。11日の夜、消防によって救助され、妻と
子ども２人とは再開できたが、自宅にいたはずの両親の安否は
不明。

行方不明：
両親

“常々、避難訓練とかでも、父親は「俺は逃げない」って言ってい
たので、この地震でも逃げなかったのかなと思っていたんですよ。
肺気腫の持病があったので、少し歩くとハーハーするような状態
だったので、逃げないって。父親がそう言えば、母親も逃げなかっ
たのかなと考えていたんです。”

7 男性 61歳 福島県 南相馬市 自宅は海岸から1km以上も離れており、鉄筋コンクリート造りのた
め、津波は大丈夫だろうと考えて、避難はしなかった。妻とともに
津波に襲われて、腰にしがみついていた妻の手はすぐに離れて
しまった。近くに浮いていた自宅の屋根によじ登り、43時間後に
自衛隊の護衛艦に発見された。

行方不明：
妻

“毎日写真を見て「愛しているよ」、ご飯のときは「いただきます
よ」、と言葉をかけているんです。（妻）に生かされているんだと
思ってるの、私は。”

8 男性 68歳 農業 福島県 南相馬市 地震の後、妻は近所の人たちと集落の様子を見に出かけた。自
分は庭にいたところ、走っていく車から「逃げろ」という大声を聞い
た。そのときは、まだ気楽な気持ちで、少し高い畑に移動した。地
震発生から約１時間後、津波が集落を飲み込み、自宅まで到
達。さらに高い場所に逃げたが、津波は膝の上まで迫ってきた。

死亡：妻、
集落の住民
10人

“この地区は高台なので、避難という意識がなかったんです。避
難なんかしなくても、ここまでは来ない、と思っていたから。あんな
に大きな津波が来るとは誰も思わなくて、だから飲み込まれてし
まった･･････。”

9 男性 62歳 農業 福島県 南相馬市 農作業中に大きな揺れを感じた。自宅に戻ったが、津波のことは
気にかけていなかった。自宅には、妻、親戚、孫などが集まって
いた。親戚の「来るぞ！」という大きな声で、親族８人が２台の車
に分乗して、避難所（小学校）に向かった。妻が運転する車がつ
いてくるか気にかけていたが、スピードを緩めても来ないので、車
から降りたところ、すぐ後ろまで津波が迫ってきたので、すぐに車
に飛び乗った。

死亡：妻、
親戚２人

“かなり気の強い女房だったから、お互いに協力しながらも、ライ
バル意識を持って農業をやっていました。私は彼女といっしょに
なってよかったなと思います。”

10 男性 41歳 食堂経営 茨城県 北茨城市 海沿いの自宅兼店舗で両親とともに食堂の営業中。地震の後、
外に出たり、家の中に入ったりを繰り返していた。15時過ぎくらい
に「津波が来るぞ」という話を聞き、高台に避難するため、車に乗
り込み、両親が出てくるのを待っていたところ、津波に襲われた。
車の窓から這い出して、家まで戻ると、母親は裸足で立ち尽くし、
父の遺体があった。

死亡：父

 
 
 

表 3 家族以外を喪失した被災者（後悔に関する証言なし） 
 

No 性別 年齢 職業 県名 市町村名 証言者の行動・結果(事実） 喪失対象 証言（下線部：反実仮想） 反実仮想

1 男性 40歳 岩手県 釜石市 鵜住居地区防災センター（避難場所には指定されていないが、約
1週間前に行われた避難訓練での避難先）に避難していたとこ
ろ、津波に襲われた。

死亡：防災
センターに
避難してい
た60人

“ここは津波の場合の避難場所ではないことを、もっと強く周知し
ていれば、われわれもここに逃げ込むことはなかったかもしれま
せん。”

1. 他人
2. 非行為
3. 上向き

2 女性 26歳 市役所・
職員

岩手県 陸前高田市 地震の後、市役所に隣接する市民会館の３階に避難した。すで
に40～50人が避難してきていた。その後、津波に襲われた。

死亡：市民
会館に避難
していた数
十人

“また津波が来ることがあったとしても、市民の方がみんな安心し
て暮らせるような町になればいいなと思っています。”

3 男性 66歳 自治会・
副会長

宮城県 気仙沼市 地震の直後、拡声器で住民に避難を呼びかけ続けた。逃げ遅れ
た女性の姿を見たが、助けたくても助けられなかった。

死亡：逃げ
遅れた住民

“とにかくいち早く何があっても高いところに避難するんだという訓
練さえやっておったらば、亡くなる人は出なかったんじゃないかな
と･･････。”

1. 他人
2. 非行為
3. 上向き

4 女性 38歳 看護師 宮城県 東松島市 避難所（野蒜小学校）に息子を迎えに行き、体育館で息子に会っ
てから2～3分後に津波が押し寄せてきた。

死亡：体育
館に避難し
ていた住民

“やっぱり、「ここだから安全」というのはないんだなと思いました。
少しでも高い所に最初から避難していれば、犠牲はすくなかった
のかなと思います。”

1. 他人
2. 非行為
3. 上向き

5 男性 79歳 老人会・
会長

福島県 相馬市 老人会の打ち合わせをしている最中に地震に襲われた。津波が
来ると考え、急いで自宅に戻り、妻とともに高台にある神社に向
かった。その途中、近所の人たちに避難するよう大声で呼びかけ
続けた。

死亡：老人
会53人のう
ち13人

“遠浅は津波は来ない、来ても大した高さではない、という言い伝
えを信じて、みんな逃げなかったからね。逃げる場所も余裕もあっ
たんだから、逃げてさえいれば命は助かったんです。”

1. 他人
2. 非行為
3. 上向き

6 男性 61歳 老人施
設・事務
長

福島県 南相馬市 事務室での作業中に大きな揺れに襲われた。庭に出て、揺れが
収まるのを待つように指示をした。念のため、高齢者を、高台にあ
る避難所に順番に避難させることにした。車で避難所に向かう途
中、津波を目撃。避難所から急いで施設に引き返したが、すでに
津波に襲われていた。

死亡：施設
の高齢者
136人のうち
36人、行方
不明：職員1
人

“被害がこれだけ大きくなってしまったことは本当に残念です。”

7 女性 82歳 福島県 南相馬市 地震のすぐ後、友だち２人とともに知人の車に乗り合わせて、海
のすぐ脇にある約10mの高台に避難した。避難してから20分以上
が経ってから津波に襲われた。がれきに挟まれたため、引き波に
流されずに済んだ。いっしょに逃げてきた２人の友だちは流され
た。

死亡：住民
の３分の１
にあたる45
人

“八沢小学校あたりに避難すれば、きっと大丈夫だったよ。ここに
さえ来なければ。”

1. 他人
2. 非行為
3. 上向き

8 男性 65歳 農業 福島県 南相馬市 大きな津波は来ないと思い、近所のみんなと話をしていた。倒れ
た家具の片付けのために、家に帰ろうとしたところ、向かいの家
から「津波だーっ」という声を聞き、海を見たら津波が押し寄せて
きているので、家族を先に避難させ、自宅に貴重品を取りに戻っ
て、軽トラックで高台に向かった。渋滞に巻き込まれたものの、
10mほど後ろで止まった。

死亡：近所
の住民

酒をくみ交わしたり、これからの米作りの勉強をいっしょにやって
いた仲間たちですから、本当に残念。残された家族の顔を見るの
もつらい。”
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